
若い頃、プロのオペラ歌手だったんですね。今94歳です。小さい

頃からヴェルディとかプッチーニを歌っているのは聴いていました。

私自身、オペラを初めて見に行ったのりま高校生くらいですね。

工本 オペラとの付き合いはナチュラルに若い時からあったん
ですね。

饉渡 これも縁ですね。何人もの有名な指揮者に弟子入りを
断られて。

玉本 (笑 )

催叢 唯一、練習においでよと言われて行ったのが関西二期会。
大学1年の時、鈴木敬介さんの演出で「魔笛」でした。そうしたら

鈴木先生に“君、背が高いな。舞台に出てくれないか"と言われ

て、僧侶の役をやったんですよ。一番前にず一っと立っている

だけのはずなんですが、小さい頃から特別な音楽教育を受けて

いたので譜面はすぐ読めたし、少年合唱団で合唱もやっていた

ので凄い大きな声でバンバン歌っちゃった。で、“どこの大学で

歌を勉強してるの?"って聞かれたので“指揮者になりたいん

です"と答えたら、“副指揮者でおいで・と。それが一番初めで、

関西二期会は6年くらいいました。日本の色んな指揮者のアシ

スタントをしました。

玉本 それでオペラの経験も積まれたってことですね。
鐘渡 ウィーン時代には、自由時間があったら国立歌劇場へ

行って、チケットの列に並んで天丼桟敷で見ていましたね。

プッチーニから、現代作品まで、もちるん「ラ。ボエーム」も。とに

かく、見倒しましたよ。

轟本 うらやましいなあ。
糠渡 チケット代が300円ですからね。もう30年くらい前です。
菫本 私はオペラが好きって中々言えなくてね。スポーツ界で
は野球の江本孟紀さんやJリーグ初代チェアマンだった川淵

さんなど、オペラフアンが割といるんですよ。江本さんに“なぜ

オペラが好きと言わないの?"と聞いたら“ますます変人って思わ

れるから"と (笑 )。 オペラは女性が高い声を張り上げたりって

いう先入観があるじゃないですか。もちろん佐渡さんにはそれは

なかった?

儘渡 いやいや、ありますよ。今も自分でやりながら、なんでこん
なでっかい声で「アイラブユー」っていうんやろって (笑 )。ただ、

轟本 オペラには観客を喜ばす要素が思いっきり詰ま
ます。名古屋でオペラ講座を15年やっていますが、

もの'見なもと損やと 悔 し しヽ の
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私が関東に住んでしヽて西宮

まで遠 し C と 兵庫の方が本当に羨 まし tヽ 毎年夏

そんな風に思っています。
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玉本 それでは最後
に一言、「ラ。ボエーム」

に対する意気込みを。

饉渡 2020年 に計

画をし、それを断念

し、去年は日本人の

キャス トによる「メ

リー ,ウ ィドウ」でコ

回ナ禍の中、試行錯

誤しながら何とか最

終公演までこぎつけ

てという成果があっ

た上で、2年前に“兵庫でまた会おうね"と言っていたメンバー、

海外の若い彼ら、そして日本人の素晴らしい歌手が揃います。

主要キャストだけではなく、アンサンブルもとても重要ですし、

それぞれ、ものすこくみんなモチベーションが高い状態で、

感染予防にも十分注意しながらこの公演を迎えることになる

と思います。

プッチーニがオーケストラ、そして歌手たちに与えているもの

というのは、本当に天才の証明だと思います。ただメロディが

美しい、リズムが何か人に刺激を与える、そんなもんではない

です。繰り返しになりますが、湿度、寒さ、温度、人の感情、喜び、

切なさ…お芝居にしたらとても短いですが、オペラになると長く

なる理由というのは、プッチーニの手腕によって、それらが何倍

にも何倍にも音楽で表現されているからです6本当に素晴らしい

音楽の魅力に加えて、人の生の声が直接2000人の観客にグサッ

オペラです。私自身にとっても大きな挑戦です。

くるのがオペ ラの醍醐味ですからね。
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日本のオベラの歴史は

つ のが音
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